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議 長 湯 ,1日 秀 樹
出 席 者 廟永振一郎, 中嶋貞雄, 久保亮五, 小川修三,
高木修二 . 碓井恒丸, 小林 稔,- 井上 健,
牧 二郎/, 松 由博嗣,- 玉垣良三


























任期は.昭和 44年 8月 1日より,昭和 46年 7月 51日迄O
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拓 徳 島 保 (阪大 基ソ工
徳 山 宏 (阪大 教養
大 成 逸 天 (東大 教餐
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吉 井 博 明 (東工大 聾





o 2) 1ケ月 以上
5 基研のあ り方,大学間趣 と共同利用研のあ り方について
湯川 C 京大に総長の諮問桜関として大学問題検討委員会が置かれ るととにな
った ｡ ①大学の未来像,㊥教養部のあ り方,③総長某挙,′一について換
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も,京大 prcperの比較的近い将来について考えるようだ o これにつ
いての参考意見があれは出していただきたい ｡
O来年 5月で､私が停年退官になるので,次期所長の問題,後任教授のあ
. り方について議論 してい串だきたい . 所長の任期.性格,榛能につい
て今まで と変 ってもよいので ･ 自由K.･話 を出･していただきたいo ㌔
c学審か ら共同利用研究所 を国立研究所にす るとし､う筆が出ているらし
い. 全文を見ていないのではっき り′.わか らないが .･big science
だけを考えて,比較的小さな研究所のことは忘れられてい▲るのではな
いか ｡
斬永 学客は小さな研究所 も共同利用所 として'必要で凍 り,国立の研究所に






朝永 学巻は学部を無 くし.学科単位にす.る｡ い くつかの学科にまたがる境
界鶴城を系統的に研究す f'･ところ と.して共降利用所を驚 く考えOしか
し'境界帝域を研兜 していても固晃作･す る恐れがあ る｡
湯川 峯研の任期制は,._畢近言われている箪 査制 とは貴 う｡ここは,公募 さ
れ るときから任期が決ってお耳 ,誰が塵 ほれて も凧 じだo 審査鋸 こぼ
弊害が多いのではないか｡
小林 Paper 数を執 った りして業境主轟にな.りやすい｡
松田 ここが任期制 をつけた ときは,これを突破 口として全国に広めてい く,
とい う主旨浸 ったと思 うが,それが生かされ ていないのではないか｡










う｡ 流動を栄んにして,教室の発展をとい う話 も出るが,教室の伝統
を作 る｡とい う意見が必ず出 る｡ 叉,チェックで手荒動を考え ることは,
研究童の拡差につなが る｡
共同利用研のように,環境の悪まれた所は流動すべきだと思 う｡
物理教室でも分野によって考えが逢 う｡ 分野によっては動 こうにも行
き先がないと言われ る｡
外にな くても,任期をつけると否応なく行 くところを見つけて行 くの
ではないかO在任期間に伝統を作 るべきだ｡実験があると難 しいがJ
や り易 さ,や り難さはああだろうが,難 しいという議論ばか りしてい
ると,実際何 も出来ない｡
やれ るところをや り･onestep終 ったら叉考えればよい O 教養 部
との交流についても考えるべ きだ ｡
教養部,学部 ,研究所の人の rctaticnがあるとよい ｡






ることができるが,基研はそ うい うことはできない ｡今回 .所長とし＼
て迎 えた人に.その後,普通の所員としての任期を考えると,次の所
長は他所から呼べな くな る｡
碓井 名大では,教授のボス tは余 ってい ろ｡それを R.F.に使 って い る
が,こ うい うポス トが方々にあると楽だO基研だけで考えると難 しい｡
湯川 所長は艶でもよいO 叉は誰々でない といけない.とい う CaseがあるO





運営委員会宛に q渡川先生K基節の実質的所最 として とどまって
いただきたい "とい うCR C実行委の要望書が送 らJれてきてお り
披露 された -
高木 ■ 宇宙線の グ7レ丁プとして,基伊に何を薦望す らか･基研所長は こうあ
って欲 しい,とい うことをは一でき一り言 った上で%Jl先生に所長 として
とどまって欲 しいと言われ るなら話がや りやすいが ---･
朝永 湯川先生は所長をやめて,かえってや りやすい こともあるので ,それ
をや る｡ と育 っておられ る｡
高木 任期制等の tFtChr3icalなことも含め検討す るべきだ｡
中州 蓮営委員会も研究部員会議 も.湯 川先生がお られ るときと性格が変 ら
て くるのではないか ｡





研究部員会議で牲一般的討論.運営委員会では少 し Practical なことま
で議論できるようにと
以 上
文章 片 岡 都 子
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